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中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
分

譲
し
て
い
た
豊
岡
中
核
工
業
団
地

（
豊
岡
市
神
美
台
）
に
、
譁
シ
ン

セ
イ
（
本
社
　
九
日
市
上
町
）
が

進
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
3
月

9
日
、
市
役
所
で
土
地
譲
渡
契
約

書
の
交
換
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

カ
バ
ン
の
輸
入
販
売
を
行
っ
て

い
る
同
社
は
、
か
ね
て
か
ら
手
狭

で
あ
る
倉
庫
を
拡
張
す
る
計
画
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
の

台
風
23
号
で
本
社
や
倉
庫
が
浸
水

の
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
同
団
地
に
進
出
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
昭
和
61
年
に
分
譲
開

始
し
た
全
32
区
画
が
完
売
と
な
り

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
同
団
地
で

は
18
社
が
創
業
、
就
業
人
員
は
約

1
、
0
0
0
人
、
出
荷
額
は
年
間

約
3
0
0
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。

老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
工

事
を
進
め
て
い
た
奈
佐
地
区
公

民
館
が
3
月
27
日
に
完
成
し
ま

し
た
。

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
活
動

を
推
進
す
る
「
県
民
交
流
広
場
」

の
モ
デ
ル
事
業
も
取
り
入
れ
、
1

階
に
は
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
や
調
理

室
、
会
議
室
、
和
室
、
2
階
に
は

多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

内
部
に
は
、
県
内
産
の
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
外
観

も
周
囲
の
環
境
と
の
調
和
が

と
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。
延
べ
床
面
積
は
、
約

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

竣
工
式
当
日
に
は
、
式
典

の
後
、
地
域
に
伝
わ
る
「
奈

佐
節
」（
市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）
が
地
元
保
存
会
に

よ
り
21
年
ぶ
り
に
披
露
さ

れ
、
会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
一

色
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

4
月
2
日
、豊
岡
市
民
会
館
で
、

新
市
誕
生
1
周
年
を
祝
っ
て
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヒ
ボ
コ
」
が
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
但
馬

を
拓
き
、
鉄
の
文
化
を
伝
え
た
と

さ
れ
る
新
羅
の
王
子
「
天
日
槍

あ
め
の
ひ
ぼ
こ

」

が
主
人
公
の
物
語
で
、平
成
6
年
、

「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」
に

合
わ
せ
て
初
演
さ
れ
た
も
の
で

す
。
西
宮
市
の
日
本
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
研
究
会
と
、
但
馬
内
の
演
劇

愛
好
家
で
結
成
さ
れ
た
但
馬
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
研
究
会
の
メ
ン
バ

ー
（
9
人
出
演
）
に
よ
っ
て

今
回
9
年
ぶ
り
に
但
馬
で
上

演
さ
れ
、
約
1
、
0
0
0
人

の
観
衆
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

舞
台
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
か
ら
出
演
し
た
千
葉

み
つ
子
さ
ん
（
高
屋
）
は
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て

地
域
に
残
る
壮
大
な
古
代
ロ

マ
ン
を
大
勢
の
方
に
お
伝
え

で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
感
無
量
で
し
た
。

豊
岡
中
核
工
業
団
地
に
譁
シ
ン
セ
イ
進
出

20
年
か
け
て
工
業
団
地
32
区
画
が
完
売

4
月
3
日
、
旧
1
市
5
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
が
合
併
し
、
新
し

く
「
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

本
部
と
な
る
中
央
セ
ン
タ
ー

は
、
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
、
旧
市
町
に
そ
れ
ぞ
れ

あ
っ
た
各
社
協
は
、
地
区
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
各
セ
ン
タ
ー
の

人
員
体
制
は
合
併
前
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
介
護
保

険
や
高
齢
者
向
け
の
給
食
・
移
送

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
福
祉
関
係
の
相
談
業
務

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
初
代
理
事
長
に
は
榎
本

三
郎
さ
ん
、
副
理
事
長
に
は
中
西

正
年
さ
ん
と
森
貞
淳
一
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

旧
市
町
の
社
協
は
地
区
セ
ン
タ
ー
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヒ
ボ
コ
」
上
演

合
併
1
周
年
を
記
念
し
て
熱
演
披
露

奈
佐
地
区
公
民
館
が
完
成

竣
工
を
機
に
伝
統
芸
能「
奈
佐
節
」が
復
活

▲今回も新たな感動を呼び起こしたミュージカル「ヒボコ」▲新しく完成した奈佐地区公民館
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国
内
で
豊
岡
市
出
石
町
が

唯
一
の
産
地
で
あ
る
酒
米

「
フ
ク
ノ
ハ
ナ
」
を
1
0
0

パ
ー
セ
ン
ト
使
用
し
た
日
本

酒「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
贈
り
物
」

が
4
月
1
日
、
全
国
で
一
斉

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
酒
は
、
出
石
町
に

し
か
な
い
酒
米
「
フ
ク
ノ
ハ

ナ
」
を
全
国
に
売
り
出
そ
う

と
、
農
家
と
酒
蔵
、
J
A
、

県
、
市
が
一
体
と
な
り
開
発

4
月
2
日
、J
R
豊
岡
駅
前
に
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
支
援
自
動
販
売
機
」

の
1
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
事
業
を
支
援
し
よ

う
と
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
売
上

金
の
一
部
が「
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
」

に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費

電
力
の
一
部
は
、
市
内
企
業
の
カ

ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク
製
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
供
給

さ
れ
、
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
社
の
守
都

も
り
と

社
長
は
、「
地

域
に
貢
献
す
る
活
動
の
一
環
と

し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
と
協

力
し
て
、
野
生
復
帰
事
業
の
支

援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
国
に

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。な

お
、
近
日
中
に
ア
イ
テ
ィ

7
階
の
市
民
プ
ラ
ザ
に
紙
コ
ッ

プ
の
自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ
る

と
と
も
に
、
年
内
中
に
は
市
内
に

15
台
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
会
社
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
に
し
て
、
石
油
精
製
・

販
売
を
行
い
、
九
州
・
関
東
を
中

心
に
販
売
網
を
持
つ
九
州
石
油
譁

（
本
社
・
東
京
）
か
ら
、
3
月
1

日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
1
0
0

万
円
の
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

同
社
は
、
昨
年
9
月
の
放
鳥
に

お
い
て
、
本
市
が
地
域
を
あ
げ
て

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
社
会
的
貢

献
活
動
の
一
つ
と
し
て
こ
の
取
組

み
に
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
毎
年
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

へ
寄
付
す
る
ほ
か
、
給
油
所
な
ど

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
や

野
生
復
帰
計
画
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
縁
で
生
ま
れ
た

今
回
の
申
し
出
で
す
が
、
遠
く
離

れ
た
場
所
で
関
心
も
っ
て
野
生
復

帰
を
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い

る
こ
と
は
、
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
支
援
自
動
販
売
機
が
豊
岡
駅
前
に
登
場

野
生
復
帰
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
も
応
援

純
米
酒
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
贈
り
物
」
発
売
開
始

貴
重
な
酒
米
「
フ
ク
ノ
ハ
ナ
」
全
量
使
用

九
州
石
油
譁
か
ら
野
生
復
帰
事
業
に
支
援
の
申
し
出

企
業
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す

寝
台
特
急
「
出
雲
」
が
廃
止

豊
岡
駅
で
も
市
民
が
別
れ
を
惜
し
む

山
陰
と
東
京
を
結
ぶ
寝
台
特
急

「
出
雲
」
が
3
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
よ
り
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
53
年
に
運
行
が
始
ま
っ
た
「
出

雲
」
は
、
但
馬
の
人
に
と
っ
て
東

京
へ
出
張
や
旅
行
す
る
際
の
重
要

な
交
通
手
段
の
一
つ
で
し
た
。
最

終
便
が
運
行
さ
れ
た
同
月
17
日

夜
、
J
R
豊
岡
駅
で
開
催
さ
れ
た

「
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
は

大
勢
の
市
民
が
駆
け
つ
け
、
最
後

の
雄
姿
を
見
届
け
ま
し
た
。

▲「出雲」最後の運行をカメラに収める人たち

▲コウノトリ支援自動販売機の除幕を終えて、
握手を交わす中貝市長と森都社長

▲発売開始に先立って3月21日、新酒発表会
が行われた。右から中貝市長、本田部会
長、酒造会社・福光屋の川口常務

さ
れ
た
も
の
で
す
。
豊
か
な
旨
み

を
含
ん
だ
キ
レ
の
あ
る
味
わ
い
に

仕
上
が
っ
て
お
り
、
ビ
ン
ラ
ベ
ル

に
は
、
太
陽
を
背
景
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
舞
う
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。「

出
石
フ
ク
ノ
ハ
ナ
生
産
部
会
」

部
会
長
の
本
田
十
世
三

と
　
よ

ぞ
う

さ
ん
は

「
仕
上
が
っ
た
お
酒
は
最
高
の
出

来
で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
名
に
乗

っ
て
、
こ
の
商
品
が
全
国
に
広
が

り
、
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
気
に
入
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
米
づ

く
り
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。


